＜ＣＬＡ会員企業実態調査2019＞
以下の設問には、御社のランドスケープ部署もしくは主にランドスケープ関連業務を行う部署の実態についてお答えください。
設問１　協会員の規模について

設問1-1　社員数について

正社員と有期社員（契約社員など）とを区分してご記入ください。(令和元年12月31日現在) また、有資格者数は技術士・ＲＣＣＭ・ＲＬＡの有資格者とし、それぞれの資格を保有している方の人数をご記入ください。

	年代
	20代
	30代
	40代
	50代
	60以上
	合計

	技術職社員
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	（内有資格者、技術士）
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	（内有資格者、RCCM）
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	（内有資格者、ＲＬＡ）
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	技術職有期社員
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	技術系社員の内女性
	名
	名
	名
	名
	名
	名

	事務・営業職
	名
	名
	名
	名
	名
	名


※・有期社員は長期のアルバイトは含みますが、短期のアルバイトは含みません。

　　　  　・「技術系社員の内女性」は正社員及び有期社員の内の女性の人数です。

設問1-2　社員の出身学部について

上記の技術系社員（有期社員を含む）の出身学部別の人数をご記入ください。

	出身学部
	人数

	ランドスケープ・造園系
	　　  名

	環境調査・環境保全系
	      名

	デザイン系
	      名

	情報系
	      名

	建築系
	      名

	土木系
	      名

	その他
	　　名

	計
	      名


設問1-3　業務本数及び完成額、利益率について

平成30年度における御社のランドスケープ関連業務の完成額などについて、ご記入ください。なお、財務会計ベースでの御社の決算数値としてください。各社決算月が異なると思いますので、決算月も合わせてご記入ください。

	決算時期
	平成30年度
	決算月
	備考

	業務本数
	
	月
	

	完成額（万円）
	
	
	

	利益率
	
	
	


※2019年1月から12月の間に決算をした月と、決算数値に基づく、値を記入してください。
設問２　経営関連について

設問2-1　給与について

御社の初任給（給与＝給料＋諸手当など）と、社員の年収についてご記入ください。

	時期
	H30年度
	備考

	初任給（大卒）
	
	（万円/月）

	平均年収
	
	（万円/年）


※・初任給については、その年の大卒初任給とし、入社社員の有無にかかわらず記入ください。
（募集要項によるもので構いません。）

　・平均年収の算定は、年末調整時の数値、決算の人件費により算出するなどお任せします。
設問2-2　採用および離職状況について

社員の採用および定着状況についてご記入ください。

１）採用者数について
	
	H30年度
	出身学部

	新卒採用者
	名
	

	中途採用者
	名
	


※社員の採用については、新卒はその年の4月。中途はその年度内（公的年度3月末）の採用
人数としてください。

２）離職者数について
	
	H30年度
	備考

	離　職　者
	名
	


※離職者数はその年度（公的年度）の数値としてください。

３）離職者の再就職先
	公務員
	同業他社
	他業種
	その他（不明を含む）

	　　　　　　名
	　　　　　名
	　　　　　　名
	　　　　　　　名


　　　　
設問2-3　社員の募集方法について

社員の募集方法(中途採用者も含む)についてご記入ください。

	募集方法
	人数

	学校に依頼
	           名

	職業安定所に依頼
	           名

	人材銀行に依頼
	           名

	縁故関係
	           名

	新聞・雑誌に広告
	           名

	ホームページの活用
	           名

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　
	           名


設問３　業務受注関連について

設問3-１　受注件数および金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	平成30年度
	決算月
	備考

	　　　　受注件数
	
	月
	

	受注金額（万円）
	
	
	


※決算に合わせた年間の数値を基本としますが、公的年度（H29年度）でも構いません。各社の
とりまとめ方法による年間の数値で結構です。
設問3-2　発注者別の受注金額　
受注状況について、発注者別の受注件数及び金額（万円）をご記入ください。

	区分
	　国
	都道府県
	市町村
	協会等団体
	民間元受
	民間下請
	海外

	H30
年度
	件数
	
	
	
	
	
	
	

	
	金額
	
	
	
	
	
	
	


※H30年度とはH31年○月決算の意味です。公的年度ではH31年3月末になります。各社の集計
方法により、どちらでも構いません。
設問3-3　発注者別の具体的内容について

前問で「民間元受」と「海外」とお答えの業務について、具体的内容を差支えの無い範囲でご記入ください。
	「民間元受」
「海外」




設問3-4　受注方法別の受注金額
受注状況について、受注方法別の受注件数及び金額（万円）をご記入ください。
	区分
	総合評価方式
	ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式
	競争入札
	随意契約
	その他

	H30
年度
	件数
	
	
	
	
	

	
	金額
	
	
	
	
	


設問3-5　Park-PFIに関連する業務の受注について

　　Park-PFIに関連する業務を受注された場合、具体的内容と金額（万円）について、差支えの無い範囲でご記入ください。

	


設問3-6　業務種別の受注金額
受注状況について、業務種別の受注件数及び金額（万円）をご記入ください。

	区分
	公園緑地

計画設計監理
	その他造園

計画設計監理
	緑関連調査

植生調査など
	管理運営

指定管理含む
	造園以外


	H30
年度
	件数
	
	
	
	
	

	
	金額
	
	
	
	
	


※・年度については、前問と同じで、H30年度とはH31年○月決算の意味です。公的年度ではH31
    年3月末になります。会社の都合でどちらでも構いません。

　・区分については、大きくは造園と造園以外（建築など）に分け、造園では、計画・設計・監理

（公園緑地とその他の造園）、緑関連調査（植生調査など）、管理運営（指定管理含む）に分けて記入願います。区分が複合している場合もあるかと思いますが、その場合は主たる区分に入れてください。
設問3-7　業務種別の具体的内容について

前問で「その他造園計画設計監理」と「造園以外」とお答えの業務について、具体的内容を差支えの無い範囲でご記入ください。

	「その他造園計画設計監理」
「造園以外」



　　
設問3-8　設計瑕疵保険への対応について
　　 設計瑕疵保険への加入等の対応について、○印でお答えください。

	既に加入している
	加入へ向けて検討中
	考えていない
	その他（具体的に）

	
	
	
	


設問４　労務環境について

設問4-１　残業時間を減らすための工夫として、取組まれている事項をお知らせください
	　　　　項　目
	該当すれば○

	フレックスタイムを導入している
	

	ノー残業デーを導入している
	

	在宅勤務を可能としている
	

	テレワークを導入している
	

	時短勤務を可能としている
	

	その他（具体的に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	


　※会社で定めている就業規則によるものとなります。
設問4-2　就労機会を増やすための工夫として、取組まれている事項をお知らせください
	　　　　項　目
	該当すれば○

	「くるみんマーク」の認定を受けている
	

	「えるぼしマーク」の認定を受けている
	

	育児休暇を導入している
	

	介護休暇を導入している
	

	リフレッシュ休暇を導入している
	

	ボランティア休暇を導入している
	

	その他（具体的に）




　※会社で定めている就業規則によるものとなります。
設問4-3　社員研修の実施内容について、差支えの無い範囲でご記入ください
	


設問５　ＲＬＡ資格を採用している自治体等について教えてください
	技術士・RCCMと同様の扱いとしている自治体名
	

	上記と別途の扱いとしている自治体名とその内容




設問６　その他、現在の造園コンサル界が抱えている課題等についてご記入ください
	


ご協力、ありがとうございました。
企業No（　　　　）
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